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1 Aa －3 学 生 の 味 覚 の 変 化 に っ い て

○今中正美、道本千衣子（跡見学園女大短大）

食　　物

目的：嗜好の洋風化。外食回数の増大、調理済み食品の著しい伸び、品種改良による消

費者の嗜好に合わせた作物など、急激に変化してきている食環境の中で、学生の味にどの
様な変化が生じているのかを検討した。

方法：塩味（塩化ナトリウム）、酸味（乳酸）、苦味（カフェイン）、甘味（サッカロ

ース）をごく薄い濃度からこい濃度まで溶かした水溶液の系列を作り、各自が味わった味

の種類とその味を最初に識別できた濃度を試験紙に回答させた。

調査対象はmo 年から1995年の家政科食物分野２年生。

調査結果は、1980年から85年群（旧群）と｡1986年から95年群（新群）に分けて検討した。

結果：①塩味については、識別濃度のピークが高濃度に移動する傾向が見られた。

②酸味については、識別濃度のピークが低濃度に移動する傾向が見られた。

③苦味については、他の味までは移動しなかったものの。2 つのピークが認められそれぞ

れが高濃度に移動する傾向が見られた。

④甘味については、識別濃度のピークが高濃度に移動する傾向がみられた。

⑤以上①～④の結果は食後工時間経過した時点で試験したグループにより顕薯に認められ
た。

1 Aa-4　　　　　調理済 み･ 半調理 済み食品の利用状況 とイメ ージ

一宅配夕食材料についてー

○高橋 洋子（新潟大）、勝田 啓子（奈良女大）

目的：　食生活の変化を探る指標の１つとして、調理済み･半調理済み食品をとりあげ 、

それらの利用状況とイメージを尋ねるアンケート調査を、'o）年、'93年、'96年に行った 。

本発表では、上記３回の調査のうち、比較的新しい食品購入形態である宅配夕食材料に関

する部分をとりあげ 、その利用度とイメージの関連などについて検討することとした。
方法：　３回の調査とも郵送法で行い、利用については、【a.経験なし 、b.経験はある

が現在は利用していない、c.利用している（週l～2回・週3～4回・毎日）】の５つの中か

ら選んでもらった。イメージは、'9 ）年に自由記述式で、'93年に尺度法【便利度・値段・

品質衛生・汎用性・好感度の５項目について、各々－3 点から＋3 点までの７段階評価】

で調査した。調査地は新潟と東京（'90 年は新潟のみ）、対象は大学生の母親と幼稚園児の

母親〔'90年は大学生の母親のみ）であった。
結果:　'93 年調査の回答者を、利用度によって【a群:利用経験なし（n＝374）・b群:利用

経験はあるが現在は利用していない(n＝9f7)・c群:利用している(n=26）】の３群に分けて 、

各群の項目毎のイメージ尺度点数によって、２つの群の間で平均値の差による検定を行っ

たところ、次のような結果が得られた。(Da 群とb群の間→汎用性についてb群の方が評価
が高く、危険率5%で有意差が認められたが、他の項目については有意差は認められなかっ

た。(2）b群とｃ群の間→どの項目についてもc群の方が評価が高く、便利度・汎用性・好感

度は危険率1%で､品質衛生は危険率5%で有意差が認められた。値段は、c群において平均点

がO点に満たなかった唯一の項目で、b群との間に有意差は認められなかった。
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